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付5-10 ⼯法の特徴

⼀般には1〜7A/m2程度で4〜10ヶ⽉程度必要となる
（厚膜被覆⽅式）

⼀般には1〜7A/m2程度で4〜10ヶ⽉程度の通電が必要
となる

FRPカバー材を⽤いた
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※湾鋼構造物　防食・補修マニュアル(2009年版）は、平成26年8月に第３刷を発行しております。
第２版発行（平成24年10月）の当該マニュアルをお持ちの方は、正誤表②に訂正しておりますので、ご留意ください。

湾鋼構造物　防食・補修マニュアル(2009年版）正誤表②　　［第3版発行（平成26年８月）時に、第２版発行（平成24年10月）内容の修正点］

ガラス繊維で補強された熱硬化性の不飽和ポリエステ
ル樹脂を使⽤している

変形を防⽌するための⼗分な⽀保⼯を設置することが
⼤切である。

モルタル被覆では、その表⾯がFRPあるいは⼆次製品
によって覆われているため、

モルタル被覆では、その表⾯が残置するカバー材に
よって覆われているため、

樹脂製カバーの例

構造物の供⽤期間にわたって⽔中硬化形被覆の防⾷性
能を確実に維持することを⽬的としている

⽬視調査-⽇常点検の○ズレ

耐⾷性、耐久性に優れているイソ系不飽和ポリエステ
ル樹脂とガラス繊維との複合材で

変形を防⽌するための⼗分な⽀保⼯や取付⾦具を設置
することが⼤切である。
FRPカバーの例

構造物の供⽤期間にわたってモルタル被覆の防⾷性能
を確実に維持することを⽬的としている

⽬視調査-⽇常点検の○ズレなおし

⾏など

FRPカバーを⽤いた

（社）⼟⽊学会：構造⼯学シリーズ11,複合構造
物の性能照査指針,2002.10

防⾷効果のある⽪膜…できる．ただし，この⽪膜 防⾷効果のある被膜…できる．ただし，この被膜

fsy ：0.2永久ひずみ時のスタッドの引っ張り応
⼒度（N/㎜2)
 JISB1198:1995頭付きスタッドで規定されてい
 るスタッドの場合は350N/㎜2 としてよい


